思考言語分野(III.研究活動) by 松沢, 哲郎 et al.
Title思考言語分野(III.研究活動)
Author(s)
松沢, 哲郎; 友永, 雅己; 林, 美里; 熊崎, 清則; 野上, 悦子; 佐
藤, 義明; 落合(大平), 知美; 打越, 万喜子; 高島, 友子; 江口,
聖子; 服部, 裕子; 小倉, 匡俊; 狩野, 文浩; 兼子, 峰明;
Martin, Christopher; 山梨, 裕美; 廣澤, 麻里; 村松, 明穂; 兪,
リラ; Dahl, Christoph; Kret, Mariska











教)， 熊崎清則, 野上悦子, 佐藤義明 (教務補佐
員), 落合 (大平) 知美, 打越万喜子 (研究員), 高
島友子, 江口聖子(技術補佐員), 服部裕子 (日本
学術振興会特別研究員), 小倉匡俊, 狩野文浩, 兼
子峰明, Christopher Martin, 山梨裕美, 廣澤麻里, 
村松明穂 , 兪リラ  (大学院生 ), Christoph Dahl, 
Mariska Kret (外国人共同研究者) 
＜研究概要＞ 
A) チンパンジーの比較認知発達研究 
松沢哲郎, 友永雅己, 林美里, 足立幾磨 (国際共同先
端研究センター), 伊村知子 (比較認知発達), 服部裕
子, 濱田穣 (形態進化分野), 西村剛 (系統発生分野), 
南雲純治 (国際共同先端研究センター), 鈴木樹理, 宮
部貴子 , 前田典彦 , 渡邉朗野 , 兼子明久 , 渡邉祥平 
(以上, 人類進化モデル研究センター), 熊崎清則, 落
合 (大平) 知美, 高島友子, 酒井朋子 (京都大), 齋藤
亜矢 (京都大・野生動物研究センター) 










松沢哲郎, 友永雅己, 足立幾磨, 伊村知子 (比較認知
発達), 服部裕子, 南雲純治(国際共同先端研究センタ
ー), 狩野文浩, 兼子峰明, 廣澤麻里, 村松明穂, 兪リ
ラ, Christoph Dahl, Mariska Kret, 高島友子, 村井
千寿子 (玉川大), 牛谷智一 (千葉大), 後藤和宏 (慶応
大), 藤本英雄, 佐野明人, 田中由浩 (以上, 名工大) 
チンパンジーとヒトを対象に, 認知・言語機能の比
較研究を継続しておこなった. 主として, 1 個体のテ
スト場面で, 数系列学習, 色と文字の対応, 視線の認
識, 顔の知覚, 注意, パターン認識, 視覚探索, カテ
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名古屋港水族館との共同研究として, 鯨類の認知
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松井智子, 菅さやか（東洋大学）, 金水敏（大阪大学） 
 特定の人物像 (キャラクタ) に対して心理的に結び
ついた話し方を「役割語」という. 幼児が年齢に応じ
